
令和２年度三次市学力到達度検査結果分析及び指導改善計画 
 

 三次市立十日市中学校 

１ 国 語 

学年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を記

入（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から見

られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 

目
標 

結
果 

○指定された条件に従

って文章を書く問題

や，登場人物の心情

をとらえる問題など

の正答率が目標を上

回った。文章を書く

機会を特に意識して

設定したり，描写に

着目して読む指導を

続けたりした結果が

出たと考える。 

●話し合いの工夫に関

する問題，小学校で

習った漢字の問題が

目標値を下回った。 

「日常生活の中で，自分

の思いや考えを積極的に話

していますか。」の質問に

62.1％が肯定的に答えてお

り，84.3％の生徒が国語で

勉強したことが生活の役に

立つと答えている。 

「わからない言葉がある

ときは国語辞典を使います

か。」の質問に，69.5％が否

定的に答えている。 

・漢字練習の宿題と漢字

テストを続ける。間違

いやすい漢字は，授業

で特に取り上げて全体

指導をする。 

・話し合いのスキルや展

開の仕方の指導を行

い，課題を解決に向け

て話し合う機会を効果

的に設定する。 

・分からない言葉は放っ

ておかず調べる習慣を

つけたい。国語辞典を

使う機会を増やすなど

の工夫をしたい。 

話
す
・
聞

く
能
力 

+3.0% 

-2.6% 

書
く
能

力 

+5.0%
 

+3.0%
 

読
む
能

力 

+5.0% 

+2.2% 

言
語 

+5.0% 

0.0% 

第
２
学
年 

 
目
標 

結
果 

○教科全体の正答率

は，三次市の平均を

1.9％，全国平均を

5.7％上回った。 

○「書くこと」の領域に

おける正答率が，ど

の問題も 80％以上と

高かった。新聞のコ

ラムを視写し，要点

をまとめる課題を続

けた結果と考える。 

●登場人物の心情をと

らえる問題，文章の

表現の特徴をとらえ

る問題の正答率が目

標値を下回った。 

 「国語の勉強をしたこと

で，生活の中で役に立つと

感じることはありますか。」

の質問に，76.8％が肯定的

に答えている。 

 「わからない言葉がある

ときは国語辞典を使います

か。」の質問に 69.8％，「日

常生活の中で，自分の思い

や考えを積極的に話してい

ますか。」の質問に44.2％が

否定的に答えている。 

・登場人物の心情を表す

描写に着目し，抽象的

な表現に登場人物の心

情が隠されていないか

を考えさせるなど工夫

したい。 

・今行っている新聞のコ

ラムを視写する課題を

させる時に，分からな

い言葉を調べるよう指

導したい。 

・話し合いの機会を意識

して仕組むなど，自分

の思いや考えを話す場

面を授業でも積極的に

設定したい。 

話
す
・
聞
く 

能
力 

+1.0%
 

+3.1%
 

書
く
能
力 

+2.0% 

+2.1% 

読
む
能

力 

+1.0% 

+1.2% 

言
語 

+2.0% 

+3.1% 

全 

体 

〇全体的に，「書くこと」の領域に関す

る問題の正答率が良好であった。 

●どちらの学年も，「話すこと・聞くこ

と」の領域に関する問題に，目標値

を下回ったものがあった。 

どちらの学年も，国語の

勉強をしたことで生活の中

で役に立つと感じているこ

とが分かった。また，分か

らない言葉があってもその

ままにしているという傾向

が特に見られた。 

・課題解決に向けて話し

合う場を設ける。その

際，役割をもたせるな

ど，主体的に話し合い

に参加する態度を育て

たい。 

・生徒自身の言葉で説明

させる機会を設けた

り，さまざまな表現の

仕方を考えさせたりす

るなど，語彙について

意識をもたせたい。 



 三次市立十日市中学校 

２ 社 会 

学

年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を

記入（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識につい

て】 

教科学習に対する意識調査か

ら見られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 
目
標 

結
果 

〇予習プリントを基にし

た授業と振り返りを 2

回書かせるノート指導

を積み重ねてきた結

果，「思考・判断・表現」

は +3.0 ％ ， 技 能 は

+1.9％とほぼ目標を達

成できた。 

●進度の関係で小テスト

を省いたので，「知識・

理解」の全国平均比が

０％で目標が達成でき

なかった。 

社会の勉強が好きで，新

聞やニュースに関心を持

ち，生活の中で役立ってい

ると感じている生徒が，半

数以上いる。また，歴史関

係の本を読むのが好きであ

る生徒も半数以上いるが，

地図帳などを調べる生徒

が，半数以下である。 

・基礎的な知識を定着させ

るため，授業内容を精選

し整理する。 

・基本的な知識を定着させ

るため，定期的に小テス

トを実施し，家庭学習を

課す。 

・地理の学習に興味を持た

せるため，地図帳を使っ

た授業づくりを進める。 

思
考
・
判

断
・
表
現 

+3.0% 

+3.0% 

技
能 

+2.0%
 

+1.9%
 

知
識
・

理
解 

+3.0%
 

0.0%
 

第
２
学
年 

 
目
標 

結
果 

〇定期的に小テストを実

施することで，知識の

定着や資料活用の技能

の育成を目指した。ま

た，根拠をもとに考え

を表現させる場を意識

して作ることで，表現

力の育成を図った。 

●社会的事情についての

知識・理解の値が低く，

知識が定着できていな

い。 

「社会の勉強をしたこ

とで，生活の中で役に立つ

と感じることはあります

か」という質問に対して半

数以上の生徒が肯定的な

回答をしているが，「わか

らない地名に出会ったら

地図帳などを使って調べ

ますか」，「歴史上の人物や

出来事をあつかっている

本を読むことが好きです

か」という質問に対して半

数以上の生徒が否定的な

回答をしていることから，

社会的事象に関する興味・

関心が低いことが分かる。 

・「社会の勉強をしたこと

によって，新聞やニュー

スに関心を持つように

なりましたか」という質

問に対して半数以上の

生徒が肯定的な回答を

していることから，身近

な事例を取り上げたり，

社会的事象を身近なも

のに関連付けたりする

ことによって，生徒の興

味・関心を引き出す工夫

を行う。 

思
考
・
判

断
・ 

表
現 

-1.0% 

-3.2% 
技
能 

+1.0%
 

-4.2%
 

知
識
・
理
解 

+1.0% 

-5.4% 

全 

体 

●基礎的・基本的な知識が定着しきれ

ておらず，社会的事象についての知

識・理解の値が目標を下回った。 

 学習意欲が高く意欲的

に授業に取り組むことが

できるが，「わからない地

名に出会ったら地図帳な

どを使って調べますか」と

いう質問に対する肯定的

評価が低く，自ら進んで課

題を解決していこうとす

る意欲が低い。 

社会的事象について興

味・関心を持たせるため

に，生活と結び付けた課題

設定や地図帳を使った授

業づくりを進める。また，

基本的な知識を定着させ

るための小テストを定期

的に実施しすることで，生

徒の理解度を把握し，授業

づくりに取り入れていく。 

 



 三次市立十日市中学校 

３ 数 学 

学

年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を

記入（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から

見られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具

体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 
目
標 

結
果 

〇図形領域については，

市平均・目標値と差が

あまりない。 

●関数領域においては目

標値との差が大きく

(目標値-11.9%)，１次

方程式，比例・反比例に

おいて，目標値より-

10％以上となってい

る。 

「数学の勉強をしたこと

で，生活の中で役に立つと

感じることはありますか」

の項目における肯定的評価

の割合は 87.3％であり，数

学の学習に有用感をもって

いることがわかる。 

「数学の時間に，いろい

ろな考え方を発表し合うこ

とは好きですか。」の項目に

おける肯定的評価の割合は

50％よりも低いが，「問題が

解けたとき，別の解き方を

考えようとしていますか。」

の項目における肯定的評価

の割合は 50％より高いこと

から，積極性が低いが，学習

意欲は高いことがわかる。 

・解き方が複数ある問

題を設定し，生徒が自

身以外の考えに触れ

ることで，それぞれの

良さに気づき，互いに

認め合うことができ

るような授業の工夫

をする。 

・２学年での関数領域

での指導において，振

り返りと丁寧な指導

を行い，問題を多く触

れる中で，解き方や考

え方を身に付くよう

に指導を行う。 

見
方 

考
え
方 

+2.0% 

-6.0% 

技
能 

+
3.0% 

-
9.2% 

知
識
・
理
解 

+2.0% 

-4.4% 

第
２
学
年 

 目
標 

結
果 

●代入法の原理を用いて

連立方程式を解く問題

の正答率が，市平均・目

標値との差が大きい

（目標比-11.7%）など，

目標値比が-10％以上

である問題が複数あ

る。 

○単項式の除法，１次関

数の表からグラフを選

ぶ，同位角・錯角・多角

形を用いた角度の計算

といった問題の正答率

が目標値より 10％以上

高い。 

どの項目も，全国平均と

大きな差はないが，昨年度

の結果と肯定的評価の割合

を比較すると，「問題が解け

なかったとき，なぜ解けな

かったかをふり返って考え

ようとしていますか」の項

目で+10.1%，「問題が解けた

とき，別の解き方を考えよ

うとしていますか」の項目

で-7.0%，「数学の勉強をし

たことで，生活の中で役に

立つと感じることはありま

すか」の項目で-11.4%と変

化が大きかった。 

・１学年から２学年に

なり，内容が抽象化，

一般化していったこ

とで，算数的な思考か

ら数学的な思考へ変

わってきていること

が意識調査からわか

る。 

・問題別の正答率をみ

ると，ひとつひとつの

学習内容を理解する

ことに時間がかかる

ため，幅広い技能，思

考にまで至っていな

いと考えられる。課題

に取り組む姿勢を高

めることで，時間短縮

を図るように仕組む。 

見
方 

考
え
方 

+2.0%
 

-2.9%
 

技
能 

-3.0% 

-0.9% 

知
識
・
理
解 

-2.0% 

-3.7% 

全 

体 

●文字式と方程式，比例，反比例，１次

関数のように，“似て非なるもの”の

扱いが困難な生徒が多い。 

●問題文の修飾関係や通常用いられる

言葉，数学用語などの理解力が極端

に下がっている。 

 １，２学年ともに学習意

欲はあるが，理解が伴わな

いため「なぜ解けなかった

のか」を考えることが多く

なっているが，同じ間違い

を繰り返す場面が多いのが

課題である。 

・年間の復習として，い

ろいろな似たものを

混ぜた問題を解く課

題に取り組むことで，

“似て非なるもの”の

違いを整理できるよ

うに仕組む。 

 



 三次市立十日市中学校 

４ 理 科 

学

年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との

差を記入（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から

見られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 目
標 

結
果 

○基礎を問う問題の

正答率は 3.6%全国

平均正答率を上回

った。観点別でも知

識を問う問題が全

国平均を上回り，授

業の中で協同学習

を中心に課題解決

をした成果と考え

る。 

●技能を問う問題の

正答率が全国平均

正答率を下回った。

今の状況の中で，実

験を中心に授業が

できていないこと

が原因と考える。 

「理科を学習することが

好きですか。」の肯定的回答

が全国平均を上回り，理科

を学習することを楽しみに

していると考えられる。 

「理科の勉強で，実験や

観察をすることは好きです

か。」の肯定的回答が全国平

均より 5.5%低い。自分で実

験させていないことが技能

の正答率の低さにつながっ

たと考える。 

・「課題発見・解決学習」や協

同的な学習を通して理科

を学習する楽しさを実感

させる。 

・できるだけ多くの実験を生

徒に体験させ，技能の定着

を図る。 

・自分の考えを相手に分かり

やすく説明する場面やレ

ポート課題を設定する。 

・理科で学習する内容と身の

まわりの自然現象を関連

付けて授業を行い，自然や

理科に対する興味関心を

高める。 

科
学
的
な 

思
考
・
表
現 

+3.0% 

+0.6% 

技
能 

+
3.0% 

-
2.6% 

知
識
・
理
解 

+3.0% 

+7.0% 

第
２
学
年 

 目
標 

結
果 

〇可能な限り，実験や

観察の中で科学的

な思考を育てるこ

とに重点においた

授業をしてきたこ

とで，思考・表現に

関する問題の正答

率が上がった。 

●４月・５月の休暇と

その後の授業のス

ピードアップで例

年より生徒実験の

回数が減ったこと

で，実験の技能に関

する問題の正解率

が下がった。 

意識調査の結果から，実

験や観察が理科の学習の中

で楽しく学習できる時間で

あることが推測できる。た

だ，今年は２カ月分の学習

の遅れを取り戻す必要があ

り，学習スピードのアップ

のため十分な生徒実験や観

察の時間を確保できなかっ

たことが，楽しいという気

持ちで学習できていない一

因であると考えられる。 

・学習内容に対する興味を持

てずに座っている生徒，授

業中の説明を聞いていな

い生徒の数が多い。タイミ

ングを考えながら，課題や

小テストを多く取り入れ

るなどの取り組みを行う。 

・理科の学習と実生活との関

連性を常にリンクさせる

ような話題をとり入れる

ことで，理科に対する興

味，関心を高めていく。 

科
学
的
な 

思
考
・
表
現 

+2.0%
 

+3.5%
 

技
能 

+2.0% 

-6.4% 

知
識
・
理
解 

+2.0% 

-3.5% 

全 

体 

○全体的には，科学的な思考・表現

は全国平均と比べて概ね良好で

あった。 

●技能の正答率が全国平均に比べ

て 1 学年-2.6%，2 学年-6.4%と

課題がある。 

「理科の勉強で，実験や

観察をすることは好きです

か。」の肯定的回答が 1･2学

年ともに低い。また，「わか

らないことや興味・関心を

持ったことについて自分か

ら調べていますか。」，「自然

や理科についての読み物な

どをよく見ていますか。」の

肯定的評価が低い。 

・「課題発見・解決学習」や協

同学習を通して理科を学

習する楽しさを実感させ

る。 

・できるだけ多くの実験を生

徒に体験させ，技能の定着

を図る。 

・理科で学習する内容と身の

まわりの自然現象を関連

付けて授業を行い，自然や

理科に対する興味関心を

高める。 



 三次市立十日市中学校 

５ 英 語 

学

年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との

差を記入（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から

見られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 
目
標 

結
果 

〇書く活動を定期的

に取り入れたこと

で，自己紹介文を書

く問題では，目標値

に近い正答率であ

った。 

●語形・語法を理解し

て読み取る力や正

しい語順で英文を

書く力など，基礎知

識が定着していな

いことが大きな課

題である。 

「学校の廊下で，外国人

講師の先生に英語で話しか

けられたら，あなたはどう

しますか。」の質問に対し，

83.2％の生徒が肯定的な回

答をしている。 

「英語の勉強が好きか。」

の項目では，半数の生徒が

否定的な回答をしており，

英語に対する苦手意識が強

い傾向がみられる。 

家庭でもテレビ等で英語

番組を見たり聞いたりする

生徒の割合も 32.6％で，自

主的に英語に触れようとす

る意識や学習に取り組める

生徒が少ない。 

・「英語で話したい」と感じつ

つも，英語の学習意欲が低

いことが課題として挙げ

られる。ペアやグループ学

習などを通して，英語でや

りとりをする機会を増や

しながら，英語を使う楽し

さや達成感を持たせるこ

とで，学習意欲を高めてい

きたい。また，基本的な語

形，語法や語順指導に関す

る指導も行い，基礎知識の

定着を図りたい。 

表
現
の
能
力 

47.0% 

51.0% 

理
解
の
能

力 

58.0%
 

62.1%
 

知
識
・
理
解 

61.0% 

50.8% 

第
２
学
年 

 
目
標 

結
果 

〇本文読解の授業で，

英問英答等の設問

の解答方法につい

て指導したため，長

文読解問題におい

て全国平均を上回

った。 

〇定期的に書く活動

を行ったことによ

り，「3文以上の英作

文を書く」において

は，全国平均を上回

っている。 

●語形・語法を理解し

て正しい語順で英

文を書く力が，定着

しておらず，全国平

均を下回っている。 

・「学校の廊下で，外国人講

師の先生に英語話しかけら

れたら，あなたはどうしま

すか。」という質問に対し，

84.9%の生徒が英語を使っ

てコミュニケーションを図

ろうとしている。しかし一

方で，テレビやラジオなど

を用いて家庭で英語学習を

している生徒の割合は，

25.6%に留まっており，自主

的に家庭での英語学習を進

める生徒が極めて少ない。 

・「聞く」，「話す」などにおい

て身近な話題を設定し，興

味を持たせたうえで，「で

きた」，「わかった」という

達成感を持たせることで，

生徒の学習意欲を高めて

いきたい。また，ペアやグ

ループ学習などを通して，

英語でやりとりをする機

会を増やすと同時に語順

指導や場面に応じた英作

文が書けるよう，書く力の

向上も目指して指導をし

ていきたい。 

表
現
の
能
力 

0
.0% 

+
1.8% 

理
解
の
能
力 

0.0% 

+2.1% 

知
識
・
理
解 

0.0% 

-3.9% 

全 

体 

〇どちらの学年も長文読解力，3文

以上の英作文においては，全国

平均と比べて概ね良好である。 

●語形・語法を理解し正しい語順

で書く力や場面に応じた英作文

を書く力においては，両学年と

もに大きな課題がある。 

両学年とも実生活の中に

英語の学習が生きていると

感じていることがわかる。

しかし，自主的に英語学習

を進める生徒が少ないた

め，苦手意識を減らすため

にも，英語の身近な使用場

面を増やす必要がある。 

・ALT を有効活用し，言葉を

交わす楽しさを感じさせ

ることにより，更に生徒の

学習意欲を高めたい。ま

た，生徒間のスモールトー

クの積み重ねから，文字へ

の定着をスパイラルに図

りたい。 



 三次市立十日市中学校 

 

６ 生活と学習に関する意識・実態 

学年 
○一層定着させたい点 

●改善したい点 
課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

〇「勉強すれば自分はよい成績がとれる，勉強

すればふだんの生活や社会に出て役立つ，

勉強は大切だ」と肯定的に回答している生

徒が多い。 

●「学校が好きだ，勉強が好きだ，授業が楽し

い」の問いに対し，否定的な回答をしている

生徒が多い。新型コロナウイルスによる行

事の縮小や中止，7時間授業の実施などの影

響が出ているのかもしれない。 

●土日の家庭学習時間が，全国結果と比べ 1～

2時間少なく，平日と同様に 1時間以上，2

時間未満の生徒が多い。 

・生徒の関心意欲を高めるような課題設定を

行い，授業改善に努める。 

・今年度実施した行事を参考に生徒の達成感

を高める行事を計画・実施する。 

・土日の時間の使い方を改めて考えさせる。 

 

第
２
学
年 

〇全国平均に比べ，「勉強すれば自分はよい成

績がとれる，勉強は大切だ」と肯定的に回答

している生徒が多い。 

●全国平均と比べ「学校が好きだ，勉強が好き

だ，授業が楽しい」の問いに対し，否定的な

回答をしている生徒が多い。新型コロナウ

イルスによる行事の縮小や中止，7時間授業

の実施などの影響が出ているのかもしれな

い。 

●土日の家庭学習時間が，全国平均と比べ 1～

2時間少なく，平日と同様に 1時間以上，2

時間未満の生徒が多い。また，1時間未満や

全くしない生徒が 41.8％もいる。 

・生徒の関心意欲を高めるような課題設定を

行い，授業改善に努める。 

・今年度実施した行事を参考に生徒の達成感

を高める行事を計画，実施する。 

・土日の時間の使い方を改めて考えさせ，家

庭学習の習慣が身についていない生徒に

は，スモールステップをとりながら，毎日

少しでも課題をする時間をとるよう保護者

に協力を求めながら，声掛けを行う。 

全
体 

〇勉強すれば受験に役立つ・仕事に役立つと

考えている生徒が多い。 

●1・2 年生共通して「学校が好きだ，勉強が

好きだ，授業が楽しい」の問いに対し，否定

的な回答をしている生徒が多い。 

●土日の家庭学習時間が，全国平均と比べ 1～

2時間少なく，平日と同様に 1時間以上，2

時間未満の生徒が多い。 

 

・生徒に学習や生活の振り返りをうながし，

自分を見つめ，自分で決定して取り組ませ

ることで主体性を育成する。 

・各授業や行事で自己選択できる場面や協同

学習の時間を増やし，生徒が達成感や充実

感を実感できる場面を仕組む。 

・家庭学習の必要性を改めて考えさせる場面

をつくり，クラスで意見交流する。 

 


